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長野県

千葉県

山梨県

埼玉県

茨城県

千葉県

栃木県

国道20号
八王子南バイパス④

神奈川県

：再評価

①事業採択後、3年以上経過した時点で未着工

②事業採択後、5年以上を経過した時点で継続中の事業

③準備・計画段階で3年間が経過している事業

④再評価実施後、3年間が経過している事業

⑤社会経済情勢の変化等により再評価の実施の必要が生じた事業

１．位置図１．位置図

東京都

：事後評価



２．事業の目的と計画の概要２．事業の目的と計画の概要

（２）計画の概要

（１）目的
○ボトルネック等八王子周辺における市街地の混雑緩和
○周辺道路における交通安全の確保
○圏央道へのアクセス道路

標準横断図

区 間 ：
自）東京都八王子市北野町

至）東京都八王子市南浅川町

計 画 延 長 ：9.6ｋｍ

幅 員 ：

道 路 規 格 ：第４種第１級

設 計 速 度 ：60ｋｍ／ｈ

車 線 数 ：４車線

事 業 化 ：平成９年度

全体事業費 ：約1,375億円

計画交通量 ：19,900～49,600台／日

とうきょうと はち おうじ し きたのまち

とうきょうと はち おうじ し みなみあさかわまち

八王子南バイパス L=9.6km
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延長2.6km

19,900台/日

49,600台/日

至 甲府

至 新宿

高架部

ﾄﾝﾈﾙ部

平面図

■高架部■トンネル部
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凡例：計画交通量

（標準幅員）22.0ｍ～40.0ｍ

国道２０号
八王子南バイパス

首
都
圏
中
央
連
絡
自
動
車
道

411

16

16

20

20

中央自動車道

4/4車供用

一般国道

高速道路(事業中）

都道

主要地方道

凡 例

高速道路

未開通区間

再評価
対象区間

位置図



２．事業の目的と計画の概要２．事業の目的と計画の概要

3

国道20号（八王子市内）のOD内訳
H17交通量
（百台/日）

比率

周辺地域（内々）：八王子市内 212 59%

周辺地域とその他の地域（内外） 102 29%

周辺地域⇔その他市郡部 43 12%

周辺地域⇔東京23区 12 3%

周辺地域⇔その他神奈川 12 3%

周辺地域⇔山梨・長野 9 2%

周辺地域⇔国道20号沿線以外※1 26 7%

通過交通（外々） 43 12%

合計 357 100%

（３）国道20号現道の交通特性

・八王子南バイパスと並行する区間の国道20号の利用交通は、八王子市内の内々交通が約59%を占め
ている。

・八王子市内とその他の地域間の内外交通は約29%となっている。
・八王子市を通過する交通は全体の約12%となっている。

※１：東京市郡部北西部、東京市郡部北東部、横浜・川崎、
埼玉県、千葉・茨城以北、静岡以西
※周辺地域とは、八王子市全体（着色部）
※H17道路交通センサスの現況OD調査結果を基に算出

内
々
交
通
が
59
％

内
外
交
通
が
29
％

外
々
交
通
が
12
％

※周辺地域とは、八王子市全体（着色部）
※H17道路交通センサスの現況OD調査結果を基に算出

表 国道20号の交通特性

中央自動車道

国道20号

圏
央
道

国
道
16
号

内々交通内々交通
212212

（（59%59%））

内外交通内外交通
102102
29%29%

外々交通外々交通
4343

（（12%12%））

国道20号

国
道
16号

単位：百台/日

八王子南バイパス
延長 9.6km

凡 例

内外交通

外々交通

内々交通

東京都

埼玉県

神奈川県

山梨県

八王子市

■国道２０号の主な利用ＯＤ（国道20号を利用する交通の結びつき）



３．事業進捗の状況３．事業進捗の状況
（１）事業の経緯
平成 ９年２月 都市計画決定

平成 ９年度 事業化

平成１２年度 用地着手

平成１３年度 工事着手

平成２２年７月 八王子市南浅川町～館町（高尾山IC～町田街道）2.6km開通
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49,600

19,900

平面図

平成22年度
4/4車線供用
延長2.6km
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都市計画

４車線

至 甲府

H9事業化（L=9.6km）

H9.2決定 L=9.6km W=22.0～51.6m

H22.7供用 L=2.6km 事業中 事業中 事業中

②

①

①浅川トンネル状況（４区間）

②館高架橋供用状況（４区間）

撮影：H23.8

撮影：H23.8
至 高尾山IC

至 町田街道

至 高尾山IC

至 新宿

事業中(未供用）
供用済

4/4車供用

一般国道

高速道路(事業中）

都道

主要地方道

凡 例

高速道路

未開通区間
再評価対象区間

凡 例
上段：計画交通量（H42)
下段：H17ｾﾝｻｽ交通量

（平日24時間）

25,800
17,900

縦断図と構造

湯殿川

国道16号ＢＰ八王子城山線国道20号 国道16号町田街道 北野街道

高尾山ＩＣ
凡 例

土工
トンネル
掘割
橋梁
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・八王子南バイパス沿線は、西側が山地、東側は住宅地や商業地が形成されている。
・特に東側は、京王高尾線と並行するルートとなっている他、土地区画整理事業が進んでいる。

（２）周辺状況

３．事業進捗の状況３．事業進捗の状況

東京医科大学
八王子医療センター

八
王
子
バ
イ
パ
ス

中央道

中央本線

横
浜
線

京王高尾線

圏
央
道

北野街道
H22 4/4車線供用

延長2.6km

高尾山

拓殖
大学

館ヶ丘
団地

ゆりのき台
団地

八王子
みなみ野
シティ

北野
土地区画
整理事業

至 新宿

にしはちおうじ

たかお かたくら

はちおうじ
みなみの

たかおさんぐち

きたの

高尾山ＩＣ

至 甲府

武蔵陵
墓地

紅葉台
団地

片倉台
団地

多摩
森林

科学園

グリーンヒル
寺田

国立東京
工業高専

都立
翔陽高校

穎明館
高校

日本文化
大学

都立片倉
高校

東京
工科
大学

山野
美容芸術
短期大学

八王子
実践高校

北野台
団地

絹ヶ丘
団地

凡 例

第三次医療施設

住宅団地

区画整理事業

学校（大学・高校）

山・緑地等

大型商業施設

工場集積地
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（１）国道20号の渋滞状況

４．事業の必要性に関する視点４．事業の必要性に関する視点

・八王子南バイパスの並行区間である国道20号現道では、大和田４丁目交差点から八幡町交差点に

かけて著しい損失時間が発生している。

・当該区間の渋滞損失時間は約172.2千人時間/年･kmであり、全国平均（26.3千人時間/年･km）の

約7倍と高い状況となっている。

・八王子南バイパスが整備されることにより、国道20号現道の交通が転換し、交通の円滑化が図られ、渋
滞の緩和が期待される。

出典：損失時間：H21民間プローブデータ ※写真位置②

① 八日町交差点

② 大和田橋南詰交差点

※写真位置①

至 新宿

至 甲府

撮影：H23.10

至 新宿

撮影：H23.10

至 甲府

※写真位置②

凡 例
： 50未満
： 50～100
：100～200
：200以上

単位：万人時間/年・km

763.0千人時間／年・km
（全国平均の約29倍）

至 新宿

20

至 甲府

1616
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高尾山入口

西
浅
川

高
尾
駅
前

町田街道入口
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目
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橋
南
詰

②

八王子
駅入口

八
日
町

八
幡
町

①

・損失時間：約172.2千人時間／年・km

（全国平均：約26.3千人時間／年・km）

■八王子南バイパスに並行する国道２０号の損失時間の発生状況
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（２）国道20号の交通事故状況

４．事業の必要性に関する視点４．事業の必要性に関する視点

・並行する国道20号の死傷事故率は、142.8件/億台･kmと全国平均（102.6件/億台･km）の約1.4倍と
高い状況となっている。

・高尾駅前交差点では死傷事故率が995.2件/億台・kmと全国平均の約10倍発生している。
・八王子南バイパスの整備により、国道20号現道の交通が転換し、交通事故の減少が見込まれる。

出典：交通事故データ(H18－H21）
並行区間：H17センサス区間番号1026、11005、1027、1028（南浅川付近まで）

■八王子南バイパスに並行する国道２０号の死傷事故の発生状況 事故類型

人対車両 追突 出会い頭 右左折 その他

追突
470件
43％

出会い頭
138件,12％

右左折
223件
20％

その他
172件
16％

人対車両
86件,8％

追突による事故で43％を占める
（全1,090件中470件）

※事故類型の不明なものは含まれていない

死傷事故率：142.8件/億台･km

（全国平均：102.6件/億台･km）

凡 例
： 50未満
： 50～100
：100～200
：200以上

単位：件/億台キロ

至 甲府

20

20

至 新宿

圏
央
道

【（高尾）駅入口交差点】
死傷事故件数：12件
死傷事故率：995.2件/億台・km（全国平均の約10倍）

16
16
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八王子南バイパス
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目
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田
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南
詰



・八王子南バイパスの整備により、これまで、多摩ニュータウン地域から中央道八王子ＩＣを利用し北西方面
（山梨県や埼玉県方面）へ向かっていた交通が、圏央道高尾山ＩＣを利用することにより所要時間が短縮さ
れアクセス性及び利便性の向上が期待される。
・また、八王子南バイパスの整備による高尾山ＩＣへの３０分圏域拡大に伴い、多摩地域で利用可能なICの
選択肢が増え、観光面や物流面においても利便性の向上が期待される。
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（３）圏央道へのアクセス向上

４．事業の必要性に関する視点４．事業の必要性に関する視点

八王子南バイパス開通後：設計速度（八王子南バイパス）
H17センサス混雑時旅行速度

八王子南バイパス開通前：H17センサス混雑時旅行速度

【業務核都市】
一極依存型の回避を目的に、東京都
区部以外の地域で相当程度の中核
都市を指定。多摩市（多摩ﾆﾕータウ
ン）は、第５次首都圏基本計画（平成
11年３月）で業務核都市として位置
づけられた。

八王子JCT

東京都

中央自動車道

圏
央
道

あきる野IC

日の出IC

八王子西IC

八王子IC

神奈川県

圏央道

八王子南BP未整備

八王子南BP整備

高尾山ICから30分圏域

高尾山IC

30分圏域の拡大

八王子南バイパス 多摩
ニュータウン

相模原市

多摩市

町田市

日野市

八王子市

国立市

立川市

昭島市

武蔵村山市

※現況ネットワークは、平成17年道路交通センサスに国道20号日野バイパス、
八王子南バイパス既供用区間を一部加筆

※現況の速度は規制速度、供用後の八王子南バイパスの速度は設計速度で設定
※整備前後の３０分圏域については、八王子南バイパス整備による高尾山ICまでの

到着時間を表したものであり、他のICからの３０分圏域と重複している箇所もある。

■圏央道高尾山ＩＣを中心とする30 分圏域の変化
八王子南BP
整備前42分

八王子南BP
整備後32分

八王子南バイパス 多摩ｾﾝﾀｰ駅

高尾山IC

八王子JCT

多摩
ニュータウン

業務核都市である多摩ニュータウン
の中心であり、商業、業務、文化等の
機能が集積している多摩センター駅
（乗り入れ路線は京王相模原線、小
田急多摩線、多摩都市モノレール）を
拠点とする。

42

32

0

5

10

15

20

25

30

35

40

45

八王子南BP
整備前

八王子南BP
整備後

（分）

約10分短縮

多摩センター駅～八王子JCT迄の所要時間の短縮



・全体用地進捗率は約74％
・４区間(延長2.6km)：４車線供用済み
・３区間(延長2.5km)：工事未着手(主な工事は、掘割、トンネル、橋梁、舗装)、用地進捗率57％
・２区間(延長2.5km)：工事未着手(主な工事は、掘割、橋梁、舗装)、用地進捗率99％
・１区間(延長2.0km)：工事未着手(主な工事は、掘割、トンネル、舗装)、用地進捗率25％

※用地取得率は、平成23年3月末現在

（４）残工事の概要

４．事業の必要性に関する視点４．事業の必要性に関する視点
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平面図

凡 例

未着手

工事中

用地取得中

完成済

用地取得済

平成22年度
4/4車線供用
延長2.6km
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至 甲府

至 新宿

①

②

①ゆりのき台付近（３区間）

撮影：H23.8 至 高尾山IC

至 国道16号

撮影：H23.8

②みなみ野付近（２区間）

至 国道16号

至 高尾山IC

4/4車供用

一般国道

高速道路(事業中）

都道

主要地方道

凡 例

高速道路

未開通区間

再評価
対象区間

③

４区間 ３区間 ２区間 １区間

橋梁 掘割 トンネル

国道16号ＢＰ

凡 例
土工 掘割
トンネル 橋梁

工
事

トンネルトンネルトンネル 掘割掘割 橋梁

湯殿川

八王子城山線国道20号 国道16号町田街道 北野街道

高尾山ＩＣ

用
地

土工土工土工土工土工土工土工

JR線京王線

③JR･京王鉄道立体交差(１区間)

至 高尾山IC至 国道16号

撮影：H23.8
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■計算条件 【参考：前回再評価（H18）】

・基準年次 ：平成23年度 平成18年度

・供用予定年次 ：平成32年度 平成29年度

・分析対象期間 ：供用後50年間 供用後40年間

・基礎データ ：平成17年度道路交通センサス 平成11年度道路交通センサス

・交通量の推計時点 ：平成42年度 平成42年度

・計画交通量 ：19,900～49,600（台/日） 20,000～49,500（台/日）

・事業費 ：約1,375億円 約1,375億円

・Ｂ／Ｃ ：1.7 2.2

５．費用対効果（計算条件）５．費用対効果（計算条件）

■総便益(B)

■総費用(C)

道路事業に関わる便益は、平成42年度の交通量を、整備の有無それぞれについて推計し、
「費用便益分析マニュアル」に基づき３便益を計上した。
【３便益：走行時間短縮便益、走行経費減少便益、交通事故減少便益】

当該事業に関わる建設費と維持管理費を計上した。
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５．費用対効果５．費用対効果

■事業全体

注1）費用及び便益額は整数止めとする。

注2）費用及び便益の合計額は、表示桁数の関係で計算値と一致しないことがある。

注3）便益・費用については、基準年における現在価値化後の値である。

基準年：平成23年度

■残事業

便益(Ｂ)

走行時間
短縮便益

走行経費
減少便益

交通事故
減少便益

総便益 費用便益比

（Ｂ／Ｃ）
1,181億円 79億円 43億円 1,303億円

費用(Ｃ)
事業費 維持管理費 総費用

２．０
629億円 32億円 661億円

便益(Ｂ)

走行時間
短縮便益

走行経費
減少便益

交通事故
減少便益

総便益 費用便益比

（Ｂ／Ｃ）
2,144億円 95億円 35億円 2,273億円

費用(Ｃ)
事業費 維持管理費 総費用

１．７
1,272億円 44億円 1,316億円
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■事業の計画から完成までの流れ 八王子南バイパス

・平成18年度の用地取得率は、１区間で0％、２区間で68％、３区間で6％、４区間で97％であったが、平成
22年度末の用地取得率は、 １区間で25％、２区間で99％、３区間で57％、４区間については平成22年
度に完了している。

・全体用地取得率は前回評価時の約44％に対し今回評価では約74％に向上。引き続き用地取得を推進。
・工事については、用地取得が完了した区間の橋梁やトンネルなどの構造物から着手していく予定。

H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31

都市計画
決定

●事業認
定

事業化

測量
測量

地質
設計

測量

地質
設計

地質
地質

調査
設計

地質

調査
設計

地質

調査
設計

調査
設計

調査
設計

調査
設計

調査
設計

調査
設計

調査
設計

調査
設計

調査
設計

調査
設計

調査
設計

調査
設計

調査 調査 調査 調査 調査

設計
用地

設計
用地

設計
用地

設計
用地

用地 0.4% 15% 25% 25% 25% 完了

工事
ﾄﾝﾈﾙ

橋梁・土工
掘割・ﾄﾝﾈﾙ
橋梁・土工

掘割・ﾄﾝﾈﾙ
橋梁・土工

掘割・ﾄﾝﾈﾙ
橋梁・土工

掘割・ﾄﾝﾈﾙ
橋梁・土工

完成

用地 11% 19% 19% 28% 28% 43% 48% 56% 68% 68% 98% 98% 99% 99% 完了

工事
支障移設
堀割

支障移設・
掘割・土工

橋梁

掘割・土工

橋梁

掘割

橋梁

掘割

橋梁
完成

用地 6% 13% 31% 49% 57% 57% 完了

工事
ﾄﾝﾈﾙ

土工・橋梁
ﾄﾝﾈﾙ

橋梁・土工
ﾄﾝﾈﾙ

橋梁・土工
ﾄﾝﾈﾙ

橋梁・土工
完成

用地 67% 71% 81% 89% 91% 96% 97% 98% 98% 99% 完了

工事
土工
5%

土工
7%

ﾄﾝﾈﾙ
12%

ﾄﾝﾈﾙ
26%

ﾄﾝﾈﾙ
38%

ﾄﾝﾈﾙ
49%

ﾄﾝﾈﾙ
74%

ﾄﾝﾈﾙ
86%

ﾄﾝﾈﾙ
97%

完成

●４区間
（４／４）
供用

（前回再評価） （今回再評価） （今回再評価用地取得率は平成23年3月末時点）

供 用

４区間

３区間

年 度

埋蔵文化財調査

１区間

２区間

都市計画決定

事業化

測量・調査・設計

設計・用地説明



■前回再評価（H18）からの事業の進捗状況（１／５）
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Ｎ

平成22年度
4/4車線供用
延長2.6km

凡 例

未着手

工事中・用地取得中

完成済・用地取得済

前回評価時

H18

今回評価時

H23

浅川トンネル

撮影：H21.10

撮影：H23.9

写真位置

至 甲府

至 新宿

4/4車供用

一般国道

高速道路(事業中）

都道

主要地方道

凡 例

高速道路

未開通区間

再評価
対象区間

４区間 ３区間 ２区間 １区間

・平成18年度の用地取得率は、１区間で0％、２区間で68％、３区間で6％、４区間で97％であったが、平
成22年度末の用地取得率は、 １区間で25％、２区間で99％、３区間で57％、４区間については平成22
年度に完了している。

・工事については、４区間以外未着手である。 ※用地取得率は、平成23年3月末現在

橋梁 掘割 トンネル工
事

トンネルトンネルトンネル 掘割掘割 橋梁

用
地

土工土工土工土工土工土工土工

工
事

用
地

凡 例

土工 掘割

トンネル 橋梁

湯殿川

八王子城山線国道20号 国道16号町田街道 北野街道

高尾山ＩＣ



６．事業進捗の見込みの視点６．事業進捗の見込みの視点

14

■前回再評価（H18）からの事業の進捗状況（２／５）

1区間再評価対象区間 八王子南バイパス延長9.6km

1区間

前回
評価時

H18

今回
評価時

H23

工事

用地

撮影：H23.2

Ｎ

至 新宿

至 甲府

工事

用地

撮影：H19.6

Ｎ

至 新宿

至 甲府

Ｎ

八王子市小比企町～八王子市北野町
延長2.0ｋｍ 至 新宿

至 甲府

写真位置

4/4車供用

一般国道

高速道路(事業中）

都道

主要地方道

凡 例

高速道路

未開通区間

再評価
対象区間

凡 例

未着手

工事中・用地取得中

完成済・用地取得済

北野
土地区画
整理事業

きたの

北野街道

横
浜
線

京王高尾線

16
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■前回再評価（H18）からの事業の進捗状況（３／５）

凡 例

未着手

工事中・用地取得中

完成済・用地取得済

撮影：H23.2

Ｎ

至 新宿

至 甲府

2区間

4/4車供用

一般国道

高速道路(事業中）

都道

主要地方道

凡 例

高速道路

未開通区間
再評価
対象区間

前回
評価時

H18

今回
評価時

H23

工事

用地

工事

用地

再評価対象区間 八王子南バイパス延長9.6km

2区間

至 甲府

至 新宿

Ｎ

撮影：H21.3

写真位置

八王子市大船町～八王子市小比企町
延長2.5ｋｍ

至 新宿
至 甲府

Ｎ

八王子
みなみ野
シティ

北野街道



前回
評価時

H18

今回
評価時

H23
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■前回再評価（H18）からの事業の進捗状況（４／５）

撮影：H21.3

撮影：H23.2

Ｎ

至 新宿

至 甲府

3区間

工事

用地

工事

用地

Ｎ

至 新宿

至 甲府
4/4車供用

一般国道

高速道路(事業中）

都道

主要地方道

凡 例

高速道路

未開通区間

再評価
対象区間

凡 例

未着手

工事中・用地取得中

完成済・用地取得済

再評価対象区間 八王子南バイパス延長9.6km

3区間

北野街道東京医科大学
八王子医療センター

八王子市館町～八王子市大船町
延長2.5ｋｍ

至 新宿

至 甲府 写真位置

Ｎ

ゆりのき台
団地

都立
翔陽高校

館ヶ丘
団地

穎明館
高校

グリーンヒル
寺田
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撮影：H23.9

■前回再評価（H18）からの事業の進捗状況（５／５）

撮影：H21.11

4区間

至 新宿

至 甲府

Ｎ

前回
評価時

H18

今回
評価時

H23

工事

用地

工事

用地

再評価対象区間 八王子南バイパス延長9.6km

4区間

たかおさんぐち

写真位置

八王子市南淺川町～八王子市館町
延長2.6ｋｍ

至 新宿

至 甲府

Ｎ

高尾山IC

4/4車供用

一般国道

高速道路(事業中）

都道

主要地方道

凡 例

高速道路

未開通区間

再評価
対象区間

凡 例

未着手

工事中・用地取得中

完成済・用地取得済

圏央道

拓殖
大学

紅葉台団地

20
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（１）事業の必要性等に関する視点

・平成22年度に八王子市館町～南浅川町間の約2.6kmを４車線化供用。

・用地取得率は平成23年3月末時点で約74%であり、引き続き用地取得を推進し、用地進捗状況を踏まえて順次工事着手予定。

・事業継続

・八王子南バイパスは八王子市周辺における市街地の混雑緩和、周辺道路における交通安全性の向上が図られるだけでなく、圏
央道のアクセス道路として利用することができることからも整備の重要性が高く、早期の供用が必要である。

・八王子南バイパスの並行区間である国道20号現道を中心に、全国平均の約7倍の損失時間が発生。
・国道20号現道の死傷事故率は全国平均の約1.4倍 、最も死傷事故率の高い高尾駅前交差点は全国平均の約10倍である。
・八王子南バイパスは、国道20号現道の八王子周辺における市街地の混雑緩和及び交通安全の確保させ、かつ、圏央道のアクセ
ス道路としても利用することができる道路である。

・費用対効果（Ｂ／Ｃ）は1.7。

７．今後の対応方針（原案）７．今後の対応方針（原案）

（２）事業進捗の見込みの視点

（３）都道府県・政令市からの意見

（４）対応方針（原案）

■東京都知事の意見
・国道20号八王子南バイパスは、八王子市周辺の混雑緩和だけでなく、圏央道高尾山ICへのアクセス道路として、重要な役割を果
たす路線である。

・また、今年度には、圏央道の八王子JCTから高尾山ICが開通することから、当該道路の整備は急務である。このため、必要な財源
を確保し、早期完成に向け、事業を推進されたい。


